
「欧州型自己評価による教育の質向上」 
 
1．概要 
日時：2009 年 10 月 27 日（火）18：00−20：00 
場所：名城大学名駅サテライト多目的室 
主催：名城大学大学院大学・学校づくり研究科 
※詳細は後掲の広報チラシ参照 
 
目的： 
・ 大学経営を担う幹部教職員を対象に、大学の個性を伸ばす戦略の考え方と、そのための

学内での対話についての理解を深める機会を提供する。  
 
講師：Henrik Toft Jensen 氏 
   デンマーク・ロスキレ大学教授、前学長 
   欧州大学協会 Institutional Evaluation Programme 外部評価委員 
 
2．開催報告 
参加者数：16 名 
 
セミナー概要： 
 大学における質向上は、組織文化を抜きに語ることはできない。そして、その組織文化

は、経営層が率先して作るものだ。それを支援する取り組みとして、欧州大学協会では

「Institutional Evaluation Programme」という評価プログラムを行っている。教育機関

の質は、各機関のミッションと設定した目標に応じて定義されるものであり、動的な概念

である。換言すれば、機関の自律性と質の文化には正の相関がある。IEP は、単一の定義

によらず、機関の自律性と自発性を尊重しながら質を評価するための方法の 1 つである。 
 この経験から、大学には次の提言をしたい。（1）機関の使命や目標こそが、あらゆる質

向上活動の基準である、（2）質向上の指標として継続的な改善とその支援に注目する、（3）
経営層、教職員、学生の間で質の概念を共有する。また、国に対しては次の提言をしたい。

（1）質保証機関には国際的視点を保証すること、（2）基準、チェックリスト、量的指標

の活用に慎重であること、（3）評価の改善に向けてその費用対効果を分析・検証すること。  
 
セミナーの評価： 
・ テーマに関心を持つ教職員が、中部地区のみならず、東京や関西からも参加し、立場や

経験を超えて、大学の質向上を議論する場となった。  
・ 大学の「質」の考え方、および、欧州型の戦略づくりのコンセプトの 1 つである「対

話」の概念について、参加者間で十分な議論ができた。  
 
残された課題： 
・ 23 名の事前申し込みがあったが、参加者数が少数にとどまった。英語によるセミナー

では、参加者の言語の負担軽減を図りたい。  



 


